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☎

　町内栄町で、道道拡幅工事に伴って進
めていた「栄２遺跡」の調査が 12 月 26
日に終了しました。
　噴火湾の東部地域で珍しい、縄文後期
中ごろの「　間 ( ほっけま ) 式期」（約
3500 年前）の竪穴住居跡や盛土遺構な
どが見つかりました。
　盛土遺構からは、日常使われる土器の
ほか、特殊な形をした注口土器なども見
つかりました。
　教育委員会では、「意識的なもので、
単なる土器捨て場所ではなく、アイヌ文
化に見られる神聖な『物送り場』的なも
のではないか」と説明しています。

栄２遺跡で住居跡、
　　　盛土遺構確認　

花


